
１、活動テーマ

＜テーマ＞

＜活動内容＞

年間テーマ 音の探究活動

楽器あそび

＜テーマの設定理由（子どもの姿）＞

園名

活動日時

草花保育園

2月3日

クラス名（年齢） 　　　　　　　たんぽぽ組（２歳児）

＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関わり＞　　　とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・カスタネット、椅子

４、探究活動の実践

子どもの言葉・姿 写真

５、振り返り（振り返りによって得た保育者の気づき）

２、活動スケジュール

３、環境をデザインする（活動のために準備した素材や道具、環境設定）

・普段から親しみのある歌を口ずさんだり、音楽に合わせて身体を

揺らして楽しんでおり、発表会に向けてカスタネットに触れる機会

を持ち、音楽に合わせて楽しめるようにした

・カスタネットがどのような音が鳴るのかを知り、自由に鳴らした

り、慣れてきたら音楽に合わせて鳴らす

・カスタネットの使い方を伝えながら一緒に鳴らしてみたり、子ど

もたちが自由に鳴らして音を楽しめるようにし、少しずつ慣れてき

たら親しみのある歌に合わせてカスタネットを鳴らし発表するなど

して楽しさを伝えていく

・カスタネットに触れるのは初めての経験だったので、使い方や音の鳴らし

方を丁寧に伝えるようにした。子どもたちが自由にカスタネットを鳴らして

いる姿を見て、友だちがどんな風に鳴らしているかも気になってみている姿

も見られた。数名ずつ前に出て発表形式にするととても喜んでカスタネット

を鳴らすことができていた。

・保育者がカスタネットの使い方を伝え、

カスタネットを持ち自由に鳴らすと「カ

チャカチャ！」と言い楽しむ姿が見られ

た。

・友だちと一緒に鳴らし、顔を見合わせ

て楽しむ姿が見られた。

・最初は大きな音を鳴らして力任せに鳴

らしていたが、親しみのある歌に合わせ

てカスタネットを鳴らすと少しずつきれ

いな音で鳴らせるようになった。

・友だちや保育者の前で数名ずつ発表す

ると歌をうたいながら鳴ら姿も見られ、

注目されて嬉しい気持ちも見られた。






